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科目名 地域産業論 

授業形態 講義 学年 2 

開講時期 2021 年度 前期 単位数 2 

担当教員 青木 孝弘 

内容および計画  地域社会、特に東日本大震災の被災地や過疎地域では、人口減少や労働力不足等、多くの課題に直面して

います。本講座では地域社会と地域経済の視点から、地域にある様々な資源を有効活用したビジネスや社会

課題の解決を図るソーシャルビジネスの経営理論や成長戦略について理解を深めます。様々な事例をもと

に、ディスカッションしながら考察するとともに、事例から学んだことを活かして、自分の事業アイディア

を練り、プロジェクト計画書を作成します。 

１ ガイダンス（授業計画、評価の方法、目標設定） 

２ 事例研究１福島の起業家①（食） 

３ 理論研究１課題の把握 

４ 事例研究２福島の起業家②（伝統産業） 

５ 理論研究２環境分析 

６ 事例研究３福島の起業家③（ＩＴ産業） 

７ 理論研究３解決策の検討 

８ 事例研究４被災地の起業家①（観光） 

９ 理論研究４経営戦略 

１０ 事例研究５被災地の起業家②（地域づくり） 

１１ 理論研究５資金調達 

１２ 事例研究６海外の起業家 

１３ プレゼンテーション① 

１４ プレゼンターション② 

１５ まとめ 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

     

     

     

     

     

『会津の起業家魂』会津短大（定価 600 円。初回の授業で入手方法を提示いたします。） 

参考書 関満博編（2015）『震災復興と地域産業６復興を支える NPO、社会起業家』ISBN978-4-7948-0994-0 

齊藤毅憲・渡辺峻（2017）『自分で企業をつくり、育てるための経営学入門』ISBN978-4-8309-4913-5 

齊藤毅憲・渡辺峻（2018）『農山漁村地域で働き生きるための経営学入門』ISBN978-4-8309-4990-6 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

最終課題レポート 40 

各回の課題 40 

発言やワーク等積極的な授業参加 20 

  

  

  

最終課題「プロジェクト計画書」の提出を単位取得の条件とします。 

学習到達目標 ・地域産業の担い手の経営理念や成長戦略を理解すること 
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・事例研究において、要点と自分の考えをまとめ、グループでディスカッションできるようになること。 

・社会的、経済的な実態について必要な情報を収集し、課題解決策を論理的に考察できるようになること 

・プロジェクト計画書を効果的に伝えられるプレゼンテーション力が身につくこと 

先修条件 特になし。 

実務経験  

その他 教室の壁を越えて地域の企業や人々に接し、地域の雇用や生活、環境を持続させるには、どのようなビジネ

スが必要かを自分で考える努力をしてください。一部予定を変更し、企業家のゲストスピーチを取り入れる

場合もあります。 

 


